＊課題詩「みみをすます」

　　　　　　　　谷川俊太郎　作

みみをすます

きのうの

あまだれに

みみをすます

みみをすます

いつから

つづいてきたともしれぬ

ひとびとの

あしおとに

みみをすます

めをつむり

みみをすます

ハイヒールのこつこつ

ながぐつのどたどた

ぽっくりのぽくぽく

みみをすます

ほうばのからんころん

あみあげのざっくざっく

ぞうりのぺたぺた

みみをすます

わらぐつのさくさく

きぐつのことこと

モカシンのすたすた

わらじのてくてく

そうして

はだしのひたひた・・・・・

にまじる

へびのするする

このはのかさこそ

きえかかる

ひのくすぶり

くらやみのおくのみみなり

みみをすます

しんでゆくきょうりゅうの

うめきに

みみをすます

かみなりにうたれ

もえあがるきの

さけびに

なりやまぬ

しおさいに

おともなく

ふりつもる

プランクトンに

みみをすます

なにがだれを

よんでいるのか

じぶんの

うぶごえに

みみをすます

そのよるの

みずおとと

とびらのきしみ

ささやきと

わらいに

みみをすます

こだまする

おかあさんの

こもりうたに

おとうさんの

しんぞうのおとに

みみをすます

おじいさんの

とおいせき

おばあさんの

はたのひびき

たけやぶをわたるかぜと

そのかぜにのる

ああめんと

なんまいだ

しょうがっこうの

あしぶみおるがん

うみをわたってきた

みしらぬくにの

ふるいうたに

みみをすます

くさをかるおと

てつをうつおと

ふえをふくおと

にくのにえるおと

さけをつぐおと

とをたたくおと

ひとりごと

うったえるこえ

おしえるこえ

めいれいするこえ

こばむこえ

あざけるこえ

ねこなでごえ

ときのこえ

そして

おし

・・・・・

みみをすます

うまのいななきと

ゆみのつるおと

やりがよろいを

つらぬくおと

みみもとにうなる

たまおと

ひきずられるくさり

ふりおろされるむち

ののしりと

のろい

くびつりだい

きのこぐも

つきることのない

あらそいの

かんだかい

ものおとにまじる

たかいびきと

やがて

すずめのさえずり

かわらぬあさの

しずけさに

みみをすます

（ひとつのおとに

ひとつのこえに

みみをすますことが

もうひとつのおとに

もうひとつのこえに

みみをふさぐことに

ならないように）

みみをすます

じゅうねんまえの

むすめの

すすりなきに

みみをすます

みみをすます

ひゃくねんまえの

ひゃくしょうの

しゃっくりに

みみをすます

みみをすます

せんねんまえの

いざりの

いのりに

みみをすます

みみをすます

いちまんねんまえの

あかんぼの

あくびに

みみをすます

みみをすます

じゅうまんねんまえの

こじかのなきごえに

ひゃくまんねんまえの

しだのそよぎに

せんまんねんまえの

なだれに

いちおくねんまえの

ほしのささやきに

いっちょうねんまえの

うちゅうのとどろきに

みみをすます

みみをすます

みちばたの

いしころに

みみをすます

かすかにうなる

コンピューターに

みみをすます

くちごもる

となりのひとに

みみをすます

どこかでギターのつまびき

どこかでさらがわれる

どこかであいうえお

ざわめきのそこの

いまに

みみをすます

みみをすます

きょうへとながれこむ

あしたの

まだきこえない

おがわのせせらぎに

みみをすます

（全約８分）
